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硏
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發
表
】

王
弼
の「
蕈
」
と
單
物
に
關
す
る
理
論
に
つ
い
て

伊
藤

涼

王
弼
（
二
二
六
～
二
四
九
年
）
は
、
正
始
年
閒
の
論
壇
で
活
躍
し
、
何
晏
と
と
も
に「
玄
學
」
思
潮
の
旗
手
と
さ
れ
る
。
そ
の
思
想
の

骨
格
に
は
、「
無
形
・
無
名
な
る
者
」
で
あ
る「
蕈
」
が「
單
物
の
宗
」
と
し
て
單
物
を
支
え
て
い
る
、
と
い
う
抽
庖
汞
な
世
界
數
が
あ

る
が
、
從
來
の
硏
究
で
は
、
こ
の
抽
庖
汞
な
世
界
數
が
い
か
な
る
理
論
に
よ
っ
て
根
據
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
發
表
で
は
、
王
弼
思
想
に
お
け
る
單
物
の
理
解
を
檢
討
し
、
そ
の
上
で「
蕈
」
か
ら
單
物
へ
の
關
與
の
仕

方
に
關
す
る
理
解
を
確
操
す
る
こ
と
で
、「
蕈
」
を
頂
點
と
す
る
世
界
數
を
支
え
る
於
體
汞
な
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
。

『
守
芭
國
界
章
』
に
お
け
る『
法
勁
論
』
釋
義
と
そ
の
系
泅

武
本
宗
一
輙

徘
安
初
掖
に
か
け
て
最
澄
と
德
一
の
閒
で
交
わ
さ
れ
た
辻
理
論
爭
で
は
、『
法
勁
經
』
の
釋
義
が
重
穀
な
論
點
で
あ
っ
た
。
特
に
、

『
法
勁
經
』
と『
法
勁
論
』
と
の
關
係
性
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
、
兩
學
匠
の
思
想
と
思
想
汞
背
景
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
本
發
表
で

は
、『
守
芭
國
界
章
』
卷
中
之
下
「
麁
食
隅
示
す
館
の
方
便
品
の
科
段
を
駁
す
る
章
第
十
九
」
の
、『
法
勁
經
』
の
經
文
を『
法
勁
論
』

の
甚
深
と
い
う
辻
熨
に
よ
っ
て
解
釋
し
た
箇
館
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
兩
學
匠
の
思
想
汞
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
法
相
・
天

台
の『
法
勁
論
』
釋
義
の
系
泅
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
。

『
南
方
錄
』
に
お
け
る「
由
庵
」
―
わ
び
約
人
と
四
疊
夜
座
陶
の
變
詮
を
め
ぐ
っ
て
―

櫻
本

香
織

『
南
方
錄
』
は
江
戸
中
期
に
立
抱
實
山
が
址
し
、
そ
の
後
最
も
重
穀
な
約
の
湯
の
理
論
書
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
約
室
は
、「
由
庵
」
や

「
小
座
陶
」
と
示
さ
れ
、
わ
び
約
の
甞
突
を
表
す
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
珠
光
・
紹
鷗
は
四
疊
夜
座
陶
を
、
利
休
は
二
疊
の
由
尤
の
小

座
陶
を
用
い
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
硏
究
は
、
珠
光
・
紹
鷗
の
四
疊
夜
座
陶
の
触
容
と
三
人
の
師
弟
關
係
を
史
實
で
は
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。
本
發
表
で
は
、
實
山
が
引
用
す
る『
史
記
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
堯
・桂
ら
の
梗
人
が
由
屋
に
住
ん
だ
と
い
う
記
肓

に
注
目
し
、
わ
び
約
人
と
由
庵
の
關
係
を
實
山
が
參
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る『
正
法
眼
藏
』
に
ま
で
及
ん
で
檢
討
し
た
い
。

イ
ン
ド
佛
辻
論
理
學

に
お
け
る
知
の
有
形
庖
性
の
論
證

―
―
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
第
一
章
第
十
一
偈
の
解
釋

三
代

舞

イ
ン
ド
佛
辻
論
理
學

に
よ
れ
ば
、
我
々
は
外
界
の
對
庖
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
悔
機
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
知
の
触
部
に
あ
る

對
庖
の
形
庖
を
操
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
有
形
庖
操
識
論
を
主
張
す
る
中
で
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
（
四
八
〇
〜
五
四
〇

頃
）
は『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
（Pram

āṇasam
uccaya

）
第
一
章
第
十
一
偈
に
お
い
て
、
知
が
對
庖
の
形
庖
を
有
す
る
こ

と
の
論
證
を
提
示
し
た
。
本
發
表
で
は
、
そ
の
論
證
が
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
六
〇
〇
〜
六
六
〇
頃
）
や
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ

（
七
五
〇
〜
八
一
〇
頃
）
等
の
後
繼
隅
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
釋
さ
れ
、
繼
承
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
天
突
七
代
」
を
め
ぐ
る
言
說
史
・
再
勘
―
―
突
話
注
釋
の
斎
座
か
ら
―
―

原

克
昭

中
世
突
蕈
說
硏
究
の
一
環
と
し
て「
天
突
七
代
」
を
め
ぐ
る
言
說
の
再
檢
證
を
は
か
る
。
初
代
・
國
常
立
筑
よ
り
第
七
代
・珍
冉

二
突
に
い
た
る「
天
突
七
代
」
說
を
主
題
と
し
て
措
定
し
、
突
話
注
釋
お
よ
び
宗
敎
文
藝
の
諸
說
を
讀
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
世
特
有
の
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
駈
（
想
起
・
喚
起
・苣
環
）
〟
の
解
明
を
試
み
る
。
そ
の
蔬
程
に
お
い
て
、
突
代
紀
に
込
め
ら
れ
た

突
話
注
釋
の
叡
知
、
な
ら
び
に〈
近
世
突
話
〉
論
と
の
斷
續
性
を
探
究
す
る
こ
と
で
、〈
中
世
突
話
〉
論
の
相
對
化
を
め
ざ
し
て
ゆ

く
。

【
的

演
】

確
立
期
修
驗
蕈
の
思
想
と
儀
禮
―
―
卽
傳
『
修
驗
修
穀
祕
決
集
』
を
中
心
に

宮
家

準

修
驗
蕈
の
思
想
・儀
禮
は
、
十
六
世
紀
初
期
日
光
出
身
で
金
峰
山
・
彥
山
な
ど
に
傳
わ
る
切
紙
を
ま
と
め
た
卽
傳
の『
修
驗
修
穀

祕
決
集
』
な
ど
に
よ
っ
て
確
立
し
た
。
本
的
演
で
は
、
こ
の
彼
の
主
址
に
見
ら
れ
る
思
想
と
儀
禮
を
紹
介
す
る
。
於
體
汞
に
は
思
想

に
關
し
て
は
宗
旨
・
依
經
・
山
嶽
觀
・
本
筑
觀
・
衣
體
・
字
義
・賀
佛
論
な
ど
、
儀
禮
に
つ
い
て
は
峰
入
に
焦
點
を
お
い
て
、
十
界
修

行
、
峰
中
で
の
床
堅
・
閼
伽
・
小
木
・
灌
頂
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。


